
造
営
し
、
十
■
爾
鸞
懺
崚
警
艤
及
び
警
述
金
爾
０
息
玉
尊
を
奉
遷
し
、
更
に
牛
伏
山
弁
照
院

篤
厳
等
ｔ
彎
螢
り
。
麟
来
、
幾
泰
釈
、
風
雨
鱗
鸞
の
為
に
霧
鷺
す
る
に
及
び
、
寛
政
九
年
時

の
豊
機
が
大
い
Ｌ
灘
贅
ｔ
ぜ
鑢
綻
め
静
財
を
募
り
、
数
に
奥
の
群
建
を
見
る
を
得
た
り
。
然

し
て
麟
惑
議
警
連
「
一生
書
ゆ
薇
銹
〓
蠍
尊
０
撫
き
は
、
特
に
警
薩
の
官
門
に
安
置
し
て
衆
生

渇
椰
の
使
な
麟
曲
な
ら
し
跡
■
入
鶴
ｔ
続
邪
為
正
ゆ
鵬
な
り
し
が
、
星
霜
又
年
あ
り
。
衰
額

破
鱗
、
奥
み
欝
威
蹴
機
さ
ん
こ
と
を
慈
れ
て
有
機
の
構
鱗
樹
論
を
繁
め
再
営
し
て
今

に
至

る
。
菫
場
豊
書
う
し
て
風
光
の
美
ぶ
る
場
０
、
一又
難
崇
め
念
を
し
て
自
か
ら
厚
う
為
ら
し
む

る
に
進
る
。
藩
に
苦
証
一
苺
憮
一幾
お
鱒
●
難
像
機
震
の
難
爾
に
天
長
七
年
七
月
七
日
、
於
江

島
弁
財
芙
、
渡
継
欝
欝
鱗
，
ガ
痙
摯
鰺
律
ず
以
其
奥
此
形
像
作
者
也
空
海
と
あ
り
、
天
長
二

年
七
月
七
日
始
め
て
七
難
め
井
財
天
像
む
進
る
っ
当
幸
の
尊
像
の
如
き
は
其
の
一
に
し
て
霊

一　
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一

の
あ
り
。
寺
格
は
現
‘
撥
鱗
灘
４
‡
奪
藩
ｔ
一↓
「・　
　
・

宝

　

物
　
．一
　
　
　
・■

・
●
　
．
・

一
、
高
玉
白
衣
観
音
饉
一
■
艤
（
鞣
代
鱗
慮
翼
欝
伊
菫
争
の
寄
附
）
　

　

一
、
永
銭
十
六

貫
九
百
文
　
地
緑
一難
難
鵞
●
一
灘
＾
驚
鑽
鐵
よ
り
永
禄
二
年
二
月
十
日
附
）
　
　
一
、
禁

札
　
一
轄
（芋
燿
越
蒻
等
鱗
鮮
尊
鶯
）
　
　
一
、
任
先
寄
十
石
五
斗
徳
川
将
軍
よ
り
御
朱

印
　
九
通
　
（絵
爵
番
常
螂
鷲
鸞
峨
参
驚
）

○
真
竜
寺
　
更
府
村
大
事
鶯
轟
性
あ
り
、曹
洞
寮
通
し
て
本
尊
豪
釈
趣
牟
尾
仏
一脇
姦
濾
文
鐵
警

が議議辞躍れ中げ〔一い「辣
中鵜
摯糀
距膀攣魃辣
鵜
一

し
が
、
其
の
後
、
郡
司
な
施
下
麟
檬
藩
置
が
鶯
事
を
導
嶼
一
事
鸞
整
難
崚
撮
俊
撥
一鵠
を
し

て
住
持
せ
し
む
。
依
り
て
患
褒
を
糠
轟
■
す
―
爽
鼠
撃
総
』
避
，
難
源
糠
竜
購
洗
七
代
雲
谷

穆
尚
の
徒
弟
鑑
察
が
当
山
の
鎮
守
二
尺
擁
の
霊
夢
に
依
り
、
法
饉
戴
に
建
つ
る
に
及
び
て
道

風
を
慕
ふ
者
多
く
、
為
め
に
法
筵
狭
き
を
感
じ
て
慶
長
九
年
（今
を
去
る
二
百
九
十
八
年
）
改

策
し
山
号
を
大
潤
山
と
定
む
。
本
寺
中
興
の
開
山
と
仰
ぐ
は
雲
谷
和
尚
に
し
て
、
鑑
察
が
師

を
戴
け
る
に
由
る
。
然
る
に
其
の
後
、
正
徳
六
年
焼
亡
し
て
よ
り
以
来
、
再
興
あ
り
し
か
ど

も
亨
保

・
享
和
と
火
重
な
り
、
弘
化
四
年
又
震
災
に
逢
ふ
。
今
現
存
せ
る
も
の
実
に
嘉
永
三

年
の
再
築
に
係
れ
り
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　ヽ
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宝
　
　
物
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・●
●
●
一

●
●

一
“̈
〓

一『『
○峰隷蒙「轟疇仲や字（絲嘲［粋一一羮』議『】て・響尊
は
釈
遊
牟
尼
嬢
来
、
脇
立
は
文

殊
警
薩
‘
普
賢
蓄
薩
な
り
、
本
寺
は
延
喜
年
間

（今
を
去
る
千
余
年
前
）
清
和
天
皇

の
裔

孫
、
滋
野
撃
．難
答
奨
宗
彗
が
菫
地
へ
移
住
し
て
仏
間
に
入
，
，
香
坂
覚
法
宗
清
と
号
し
，　
一

・幽
を
晦
き
七
堂
薇
難
を
鱗
設
じ
モ
塁
雲
一摯
漱
一番
庵
と
称
し
姦
．
然
る
に
応
永
二
年
、
山
火
に

て
諸
堂
焼
ま
し
久
し
ぐ
其
の
霧
興
を
見
ざ
り
し
が
、
永
禄
二
年
、
武
攘
勝
頼
は
母
の
華
蔵
院

麟

（梅
麟
妙
書
の
大
禅
驚
患
）
の
偽
峰
逃
機
な
檬
麟
を
ら
れ
し
を
以̈
て
母
公
を
当
寺
の
開
基

と
螂
ぎ
漁
。
天
遮
三
年

（脊
を
織
る
〓
薔
常
大
年
麟
）
に
至
り
、
牧
野
嶋
の
城
主
芋
川
越
前

守
鷺
工

（難
饉
擁
酸
天
寮
鸞
式
禅
定
鞠
Ｙ
難
構
０
遺
跡
な
る
を
懐
慕
せ
ら
れ
、
堂
塔
を
再
建

ｔ
て
爽
黎
華
と
政
称
し
、
難
郡
難
難
奪
ｔ
鸞
俊
察
な
請
じ
て
開
山
と
し
た
り
。
慶
安
二
年
時

む
将
軍
家
光
含
一代
）難
畷
や
藩
鯨
斗
職
先
篤
０
機
に
寄
附
あ
り
、以
て
維
新
の
際
に
及
べ
り
。

熱
る
露
革
撫
鸞
準
統
職
め
災
あ
り
で
爾
後
、
殿
堂

・
庫
裡

・
山
問
・
僧
堂
の
再
建
あ
り
し
と

難
ヽ
一一．一一・舞
驚
ム
苺
驚
斃
減
の
鳳
あ
り
。
弘
化
二
年
僅
に
殿
堂
・
庫
裡
の
再
建
あ
り
し
が
、
翌

麟
単
み
鷺
露
置
磯
機
し
続
ぐ
蝿
治
十
四
年
に
至
り
て
殿
堂
を
再
典
し
て
今
日
に
及
べ
り
。
其

ゆ
傷
■
庫
裡
―
廊
下

‘
土
蔵

膠
地
蔵
菫
・
物
置
等
の
娘
き
は
或
は
旧
を
存
し
新
に
改
ま
る
も

更
一
級

郡

一Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

「天宗寺J(信濃宝鑑 上巻、渡辺市太郎著、国立国会図書館)
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